
台日同名 32 駅・同名さん
駅長体験付台湾旅行への参加

公益財団法人交流協会
松寺 富貴子

《参加のきっかけ》

「清水」「田中」「大橋」など、台湾と日本には同
名の駅が 32 駅もあり、台湾の鉄道旅行のプロモー
ションとして、駅と同じ名前（姓または名）の日
本人が台湾に招待され 11 月 24 日から 27 日の3
泊4日で、各駅の「駅長」を体験できるユニーク
なイベントを、台湾交通部観光局（台湾観光局）・
台湾観光協会が企画し、平成 26 年3～8月の間
に同名さんの応募を募りました。

各駅1名は抽選で決まります。
参加者の皆さんは新聞の広告欄を見てイベント
を知り応募した方が多かったのですが、私の場合、
職場の入り口に大きなポスターが貼ってあり、自
分の名前（富貴）と同名駅があることを初めて知
り、驚いたのと同時に、ポスターを見た職員の皆
さんから「絶対当選するから応募しなよ！」と勧
められ、「あまり聞かない名前だし、これはもしか
して！？」と、なぜか最初から当選する予感がし
つつ、応募してみることにしました。

待つこと2ヶ月！繰り上げ当選ではありました
が、見事予感的中！「駅長体験旅行」への参加が
決定しました。

台湾には2度訪れ、いわゆる観光名所といわれ
る場所は見学していましたが、同名というだけで、
まだ見ぬ「富貴駅」に不思議と親近感が湧いてき
ます。

＊1日目＊（11 月 24 日）駅長任命式
14 時 15 分、羽田空港から出発。
17 時 15 分、あっと言う間に台北松山空港へ到

着。
同じ便に搭乗していた他の駅の同名さん十数名

と、集合しました。

昨年の台湾の冬は異常気象のせいか、連日気温
が 30 度近くあり、セーターにトレンチコートと
いう出で立ちで出発しましたが、大変蒸し暑い空
気が出迎えてくれました。

しかし、大変天気も良く「この暑さこそ台湾
だ！」と、これからの行程を楽しみに、バスで駅
長任命式及び前夜祭の会場である国賓大飯店へ向
かいました。
台湾を初めて訪れる参加者の方々は、日本語の

看板が非常に多い町並みに大変驚き、すぐに生活
が始められるような錯覚すら感じるとお話されて
いました。

会場でようやく、全国から参加した同名さん全
32 名が揃いました。今回の旅は、32 名を北から
南まで各方面別の7組に分け、約5名ずつで移動
します。
明日から私が駅長体験をする「富貴駅」のある

「北西部」を一緒に3日間を過ごす「桃園」「富岡」
「竹中」「横山」さんと、円卓を囲みました。皆さ
ん、女性駅長さんです。

会場は私の想像を遙かに超える盛大さで、台湾
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交通部次長、台湾観光局局長、台湾鉄路管理局局
長、日本観光振興協会の代表者の皆様、多くの台
湾のマスコミの方々が出席され、和やかな中にも
「台湾の鉄道の旅の良さを知って欲しい！」とい
う「台湾の本気」をジワジワと感じました。

各人に「駅長帽子」と「駅名の入った真っ赤な
タスキ」が贈られ、1人1人、名前と駅名を呼ば
れ、壇上で紹介をされます。
格好だけでも「1日駅長」になり、気分はどん
どん盛り上がって行きます。
台湾観光親善大使であり、この旅行の名誉団長
を務める演歌歌手の小林幸子さんも同席されてお
り、偶然にも私と小林さんが同じ高校の卒業生で
あるため、図々しく旅行当選の驚きを少々興奮気
味に話し掛けてしまいましたが、「おめでとう」と
喜んでいただきました。

＊2日目＊（11 月 25 日）台北駅での駅長出発式
から各方面へ
いよいよ2日目から、駅長体験旅行のスタート
です。
朝、台北駅の中央ホールで駅長出発式があり、
再び駅長 32 名が集まります。
皆、台北駅の目の前のホテルに宿泊していまし
たが、ホテルからホールまでは、もう「駅長帽子」
を被り「タスキ掛け」で向かって下さいとのこと。
すっかり盛り上がって来た私は何の抵抗も無
く、駅長帽でスタスタ横断歩道を渡りましたが、
年配の男性がかなり恥ずかしがっていたのが、何
とも日本人らしいなと思いました。

地元の小学生達による、歓迎の独楽回しの演技
を観覧した後、小林幸子名誉団長の出発の掛け声
の下、いよいよ7つの各方面に別れ駅長体験に出
発しました。

【桃園駅／縦貫線北段】
〈日本の桃園駅は、近鉄・名古屋線（三重県）に
あります。〉
台北駅から桃園駅に到着。
まず、「モモゾノ」という可愛らしい名字の方が

いることに驚きました。桃園駅は桃園市の中心駅
で、平日昼間でもホームにはたくさんの乗降客が
いました。
駅員さんも多く、1日目の1つ目の駅というこ

とで大歓迎で迎えてくれました。広い駅長室に案
内していただき、大きな駅長さんの椅子に座り皆
な思い思いのポーズを撮って記念撮影。
改札では、今ではもう使わなくなった切符切り

をお借りして、切符切りのポーズ。
ホームで見ていた乗降客の皆さんが、私達が日

本人で桃園駅に来た経緯を聞くと、切符を持つ
ポーズをしてくれたり、一緒に楽しむことができ
ました。

桃園駅・他駅の駅長さん達と

桃園駅は現在、エレベーター・エスカレーター
がありませんが、設置作業が進んでいるとのこと
で、完成予想図を見せていただきました。
より快適になった桃園駅をまた見に行きたいで

す。
【富岡駅／縦貫線北段】
〈日本の富岡駅は、JR 東日本・常磐線（福島県）
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にあります。〉
富岡駅のすぐお隣は小麦粉工場で、主に小麦な
どを台中港の方へ運ぶ貨物列車が多く、目の前で
貨物の連結作業を見せていただきました。またそ
の際に使う手旗信号も伝授していただき、「また
1つ、駅長らしくなってきたかな？！」と、ニン
マリです。
富岡駅では、駅員の皆さんがよく食べられてい
るという豚肉と高菜を使ったお弁当を昼食に出し
ていただきました。ランチョンマットは、富岡駅
が発行した使用済みの貨物の受取書（段ボール紙）
でした。ステキなアイデイアに感激し、記念スタ
ンプ代わりにいただいて帰ることにしました。

富岡駅・駅弁とランチョンマット

富岡駅の改札を出ると、日本統治時代に建てら
れた家屋がほぼ残っている老街で、何とも言えな
い懐かしい景色が広がっています。
「多くの日本人もここで生活をしていた時代が
あったんだなあ」と、感慨深くなりました。
改札脇にそびえる大きなガジュマルの木がとて
も印象に残る駅でした。
【竹中駅／内湾線】
〈日本の竹中駅は、JR 九州・豊肥本線（大分県）
にあります。〉富岡駅から竹中駅までは、発車時間
の都合上、専用車で移動。
特に商店街なども無く、いたってのどかな風景

です。
到着してすぐ目に飛び込んで来るのは、黒い大
きな水牛のオブジェと、盛り土の上に煉瓦を積み
上げたような門が立っていました。
竹中駅のある新竹県は、客家（ハッカ）がルー
ツである人が大変多く住んでいる地域だそうで、
水牛は客家の人々にとって共に農作業をする大切
な動物であり、門は客家独特の建築様式で建てら
れたものだそうです。
のどかな風景とは打って変わり、竹中駅は大変
近代的です。
高架駅なので早速エスカレーターを上がりホー
ムに到着すると、なんと「山手線の駅そっくり
～！」なのです。恐らく行き先を知らせる駅名標
の中央に緑色の線が入っていたからだと思いま
す。
竹中駅では電気系統のボタンがたくさんある部
屋へ案内していただき、電車の通らない時刻を見
計らって、ポイントでの一時停止の指示を出すボ
タンを試し押しさせてもらいましたが、大変緊張
しました。

＊3日目＊（11 月 26 日）いよいよ旅行最終日
【横山駅／内湾線】
〈日本の横山駅は、JR西日本・七尾線（石川県）・
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神戸電鉄三田線/公園都市線（兵庫県）にありま
す。〉
ホテルから横山駅までは、発車時間の都合上、
専用車で移動。
横山駅は無人駅です。新旧2つのホームがあり
ますが旧ホームは列車の扉の高さに足らないので
今は使われておらず、かわいらしいミニ機関車が
置いてありました。

横山駅・ミニ機関車

無人駅のため、お隣りの竹中駅駅長が前日に引
き続き私達に同行してくれます。そしてこの横山
駅でようやく内湾線に出会えました～！ 蝶やた
くさんの草花が全面にペイントされているとても
カラフルな車両です。
台湾の濃い緑と亜熱帯の気候には、とても良く
映えていました。
【合興駅／内湾線】寄り道駅
途中、横山駅と富貴駅の間の観光スポットに
なっているとゆう合興駅（無人駅）を見学。
合興駅は内湾線唯一も木造駅舎があり、かつて
は石灰石の積み出し駅で、内湾線最大の貨物輸送
量があったそうです。また、恋人を乗せて走り出
した列車を同駅から青年が追いかけたロマンテッ
クな物語（那一年追火車男孩）が有名で、「愛情站
（駅）」の素敵な別称もあります。
かつての貨物関連設備は現在、公園になってお

り恋愛にちなんだ可愛いらしい商品がたくさん並
ぶ土産物店には次から次に観光客が訪れていまし
た。
ちなみに、先ほど紹介した物語のお2人が後に

ご結婚され、現在、ボランテイアとして合興駅を
お手入れして下さっているそうです。
お2人にちなんだハートマークのペイントが溢

れる駅で幸せ気分を満喫しました。
「幸せになる木」に抱きついて帰って来た御利
益を、期待せずにはいられません！
【富貴駅／内湾線】
〈日本の富貴駅は、名鉄・河和線/知多新線（愛知
県）にあります。〉
合興駅から富貴駅も専用車で移動。
いよいよ私の名前（富貴子）と同名駅に到着です。
「1日駅長として絶対に記念になる写真を残した
い！」、と 30 度の気温も承知の上で、この日は紺
色のスーツに白手袋着用です！
富貴駅も無人駅で、道路脇の少し小高い場所に

非常ばしごのような階段があり、5、6段上がる
と1面1線のホームです。ホームの一番端に日本
の PASMO や Suica をピツとするようなカード
リーダーがポツンと立っていました。
周辺に商店や住宅は無く、恐らく今回訪ねた5

駅の中で一番小さくちょっと寂し気にも映りまし
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たが、私にとって特別な駅となりました。
富貴駅の5つ前に「栄華駅」があり、両駅を通れ

ば「栄華富貴」となります。縁起かつぎの意味も込
め、また再び富貴駅を訪れてみたいと思いました。
写真も本物の駅長のように撮れ、この駅のために
着た紺色のスーツは自分では大正解でした。

富貴駅・駅長ポーズ

【内湾駅／内湾線終着駅】寄り道駅
今回の旅行は同名駅だけではなく、周辺の観光
地も訪れることができました。富貴駅のお隣は内
湾線の終着駅、内湾駅です。内湾線はもともと、
日本統治時代に石灰石輸送と採掘された天然ガス
の搬出を目的に作られたそうで、現在では、台北
から気軽に観光スポットに行けるローカル線とし
て、親しまれているそうです。
内湾は、駅前から広がる老街を散策。
日本の縁日のような商店街を抜けると、かつて
映画館だった昔のままの佇まいを残す「内湾戯院」
があり、現在、古い映画を放映しているレストラ
ンとして再利用されています。

内湾駅・内湾戯院

内湾の住民の大半は客家人だそうで、ここでは
客家料理を堪能しました。客家料理は家庭で作る
中華料理のようで、日本人の口に大変良く合うと
思います。
続いて茶芸店で客家伝統の「擂

レイ

茶
チャ

」を体験。
「擂」は研磨を意味するそうで、茶葉・胡麻・落
花生等をすり鉢に入れ、油分が出てネットリする
まですりこぎでこぎ、泥状になったらすり鉢にお
湯を注いで、溶かしたら出来上がり。

内湾駅・擂茶作り

駅長全員で協力しながら1つのすり鉢を回して
作ったお茶です。
明るく親切だった駅長の皆さんやガイドとして

ずっと同行し、丁寧に案内をしてくれた交通部観
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光局・台湾観光協会の皆さんに感謝をしながら、
ほんのりと甘い擂茶をいただきました。
翌日の帰国のため、内湾から再び台北へ戻り、
皆さんと一緒に食べる最後の夕食も終わり、「台
日同名駅 32 駅・同名さん駅長体験付台湾旅行」の
全行程が終了しました。

＊4日目＊（11 月 27 日）帰国
帰国便では、何と応募が1名しかいなかった「日
南さん」と隣になり、「日南駅に集まった皆さんか
らお米や農作物までいただいて、大変な歓迎を受
けました」とお聞きし、違う地域でも私達と同様
の歓迎ぶりだったことが分かり嬉しかったです。
各駅各駅での趣向をこらした企画を練り、駅長
帽子にタスキ掛けの私達を最高に歓迎していただ
いた、今まで経験したことの無い旅行でした。感
謝の気持ちいっぱいで帰国することができました。

《旅行を終えて》

自分の名前が御縁で台湾に招待していただき、
自分と同名の駅で駅長体験をするという、大変貴
重な一生心に残るであろう思い出ができました。
また、ガイドブックにはあまり載っていないよう
な場所を訪れ、新たな台湾の魅力も発見しました。
台湾の皆さんの「台湾を知ってほしい！」「ぜひ
見に来てほしい！」という熱意を感じた旅です。
私の体験談を通じ、1人でも「実際に台湾に行っ

てみたい」、観光地を訪れたことのある方には「ま
だまだ知らない台湾を見てみたい」と思うきっか
けになればうれしいです。
台湾観光協会によれば、「台日同名 32 駅プロモー

ション」は、今後も異なる内容でのイベントを用意
しながら継続実施していく予定だそうです。これか
らもこの企画を応援しつつ、また台湾ですばらしい
体験をする方が増えることを楽しみにしています。
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